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国土交通省補助事業1．次世代住宅プロジェクトの概要



■ 次世代住宅プロジェクトの5つのポイント（ざっくりと）

① 「IoT等を活用して、住宅性能や生活利便性を高める取り組み」に

対して、国交省が補助金を支給する制度

② 毎年、春と秋の2回募集 ※8月下旬～10月上旬募集予定

③ 住宅の建設や設備の設置を補助するのが目的ではなく、「技術

（手法）の検証」を支援する（検証が必須）

④ 補助金は、「検証に必要な住宅・設備」と「通常の住宅・設備」との

差額（掛かり増し分）の1/2を支給する。限度額は3億円

⑤ 「先導タイプ」（＝先導的な技術の検証）と

「市場化タイプ」（＝技術を市場化する手法の検証）の2種類



先導タイプ

要素技術の
開発

住宅への実用化に向けた
課題･効果の実証

市場化に向けた
課題･効果の実証

市場化タイプ

（２段階実証）

先導タイプ（※）で採択･事業終了後
に、市場化タイプへの応募も可能

※令和４年度以前の「サステナブル建築物等先
導事業（次世代住宅型）」を含む

要素技術の
開発が完了
していない
ものは

対象外です

先導タイプ

市場化タイプ

： サステナブル建築物等先導事業（次世代住宅型）

： 住まい環境整備モデル事業（次世代住宅整備モデル事業）

・要素技術の開発を終えたIoT技術等を対象に、住宅への実用化（新築・改修

する住宅への実装）に向けた課題・効果を実証する取組に対して、補助金を

交付します

・要素技術の開発及び住宅での実用化に向けた課題・効果の実証を終えた

IoT技術等を対象に、実際の住宅への供給によって市場化に関する課題・効

果を実証する取組に対して、補助金を交付します

［各タイプの位置づけ］

［募集タイプ］

■ 「次世代住宅プロジェクト」の概要（1）



（1） 高齢者・障害者

等の自立支援

（2） 健康管理の支援 （3） 防犯対策の充実 （4） 家事負担

の軽減、時間短縮

（5） コミュニティ

の維持・形成

（6） 物流効率化への貢献 （7） その他

［取組例］

・高齢者や障害者にとって自

立的な日常生活（建具の自動

開閉や自力での入浴・排泄な

ど）ができる住宅

・高齢者や障害者に対する災

害情報の通知、避難のため

の経路確保などを可能とす

る住宅・サービス

［取組例］

・センサーなどを利用して、身

体の異常の兆候を早期発見

できるサービス

・バイタル情報を基に居住者

にアドバイスを行い、長く健

康かつ自立的な生活を送る

ことを可能とするサービス

［取組例］

・プライバシーを確保しつつ、

子どもの安全を確保する住

宅・サービス

・HEMSとセキュリティーシス

テムを連動させ、外出中のド

アの解錠を検知し、映像等で

記録できるシステム

［取組例］

・住宅のレイアウト変更や掃除、

メンテナンスの容易性を確

保しつつ、家事負担を軽減で

きる住宅

・センサーなどの活用によっ

て、親不在時の子どもの見

守りを容易にするサービス

［取組例］

・高齢者等が地域のサポートや

つながりといった共助を得ら

れる仕組み

・マンション居住者同士でのサ

ポートやつながりといった共

助を促す住宅・サービス

［取組例］

・宅内のインターホンやスマート

フォンなどを活用し、不在時の再

配達の削減を可能にするシステム

・宅配事業者との情報連携によっ

て、不在時の再配達の削減を可能

にするシステム

［取組例］

・上記のテーマ沿った住宅や住生活の質の向上につ

いて、モデル性や先導性が高いもの

防災、省エネ化、健康増進、

子育て支援、維持管理の効率化、

新たな日常（テレワーク等）の実現 など

［募集テーマ］

■ 「次世代住宅プロジェクト」の概要（2）



【採択テーマについて】
「その他」は分解して適宜振り分
け、応募テーマ以外に関連して
いるテーマにも○を付けた。赤
丸○が、応募したテーマ以外の
テーマ

①：「高齢者の見守り」含む
②：「睡眠の質改善」含む

①高齢
者・障が
い者の
自立支
援

②健康
管理の
支援

③防犯
対策の
充実

④家事
負担の
軽減

⑤コミュ
ニティの
維持・形
成

⑥物流
効率化
への貢
献

子育て
支援

防災、安
全安心

省エネ
テレワー
ク・働き
方改革

室内環
境評価

空き家・
既存住
宅活用

IoT住
宅の普
及・
BtoB

IoT住
宅の普
及・
BtoC

紙おむ
つ減容
化

地域ビルダー次世代住宅先導プロジェクト ZEH推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Brillia向ヶ丘遊園 東京建物 ○ ○ ○

健康寿命延伸住宅 芙蓉ディベロップメント ○ ○

温湿度バリアフリーで「健康・安心・らくらく」ホーム 三井ホーム ○

建材メーカーと地域工務店協働による「省エネ・健康・
快適」×「便利・安心・楽しい」暮らしを実現する住宅の
普及に向けたプロジェクト

LIXIL ○ ○ ○

分離型紙オムツ処理による介護負荷低減 パナソニック ○

居住者見守り訪問介護サービス 凸版印刷 ○ ○ ○

破砕・回収型紙オムツ処理による介護負担と環境負荷
低減

LIXIL ○

シニアマンションへのIoT機器導入による管理スタッ
フや離れて暮らす家族の見守り負担軽減プロジェクト

サンヨーホームズ ○ ○

科学的指標をもって健康管理できる家 芙蓉ディベロップメント ○ ○ ○

住ま〜とテクノ防災レジリエンス住宅プロジェクト 大五 ○ ○ ○

住宅供給事業における「サステナブルな社会」づくり
への新たな貢献

日興タカラコーポレーショ
ン

○ ○

ロボティクス導入によるスマートインテリア検証プロ
ジェクト

良品計画 ○ ○ ○

「全館空調付IoT住宅」の普及型モデルケースのトー
タル提案

三菱地所ホーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スマートホームシステムを活用した住宅内の熱中症対
策と空気質管理の有効性を実証するプロジェクト

LIXIL ○ ○ ○

IOTホームファシリティ・マネジメントのある暮らしと
普及計画	

ちば地域再生リサーチ ○ ○ ○ ○ ○

宅内IoTを活用した防災・減災サービス	 東京電力ホールディングス ○ ○

既存住宅のリフォームによる宿泊体験型 IoT住宅の
性能検証

土屋ホームトピア ○ ○ ○

常設型スマートホーム体験ショールーム LIVING TECH協会 ○ ○

スマートホームシステムを導入した未来住宅創造に向
けた居住型実験住宅

長谷工コーポレーション ○ ○ ○ ○

R5-1
次世代住宅におけるスマートホームアプリによる各種
家電一括管理

三菱地所 ○ ○ ○ ○

R5-2 子育て応援住宅プロジェクト 石田屋 ○ ○ ○

R5-3 健康寿命延伸住宅 芙蓉ディベロップメント ○

R5-4
AI型全館空調とスマートホームシステムによる住宅内
の室温コントロール及び省エネ化の有効性を実証す
るプロジェクト

ポラスマイホームプラザ ○ ○ ○

R5-5 IoTセンシングによる住宅の室内環境評価 リクルート ○ ○ ○

テーマ別採択数 9 11 7 11 2 4 4 4 5 3 1 4 3 4 2

採択テーマ（＋関連テーマ）

H30-2

H30-1

H29-3

H29-2

H29-1

R4-2

R4-1

R３-3

R3-2

R2-1

R5
年度

先
導

市
場
化

H30
年度

R1
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R3-1

R2-3

R2-2

R1-3

R1-2

R1-1

H30-3

R4-3

採択
年度

番号 プロジェクト名称 事業者

H29
年度

タ
イ
プ

H29-5

H29-4

■ 既採択プロジェクトの取り組みテーマ（1）



■ 既採択プロジェクトの取り組みテーマ（2）

「6つのテーマ」の中で多かったもの

1．健康管理の支援（11件）

家事負担の軽減、時間短縮（11件）

3．高齢者・障がい者の自立支援（9件）

「その他」の中で多かったもの

1．省エネ（5件）

2．子育て支援（4件）

防災、安全・安心（4件）

空き家・既存住宅活用（4件）

IoT住宅の普及［BtoC］（4件）

※1つのプロジェクトについて、複数のテー

マを設定可能

※応募テーマには含まれていなかったが、

事務局でそのテーマに該当すると判断し

たプロジェクトもカウントした



国土交通省補助事業2．過去の採択プロジェクト例



■ 採択プロジェクトの例（1） ［Ｒ2・先導タイプ（的）］ ※当時はタイプ区分なし

ポイント

・プリファードロボティクスの

「カチャカ」の原型

・「ロボットで家具を運ぶ」ロ

ボットの検証という先導性

・検証結果を生かし、「将来の

住宅の在り方を検討する」と

いった、次世代住宅プロジェ

クトにふさわしい取り組み



■ 採択プロジェクトの例（2） ［Ｒ4・先導タイプ（的）］ ※当時はタイプ区分なし

ポイント

・顔認証による入場管理（防

犯）、照明等による睡眠状態

の検証（健康管理）など、検

証内容の先導性

・大手デベが自社の案件で取

り組むという、実現可能性の

高さ



■ 採択プロジェクトの例（3）  ［Ｒ4・市場化タイプ（的）］ ※当時はタイプ区分なし

ポイント

・「スマートホームを体験でき

るショールーム」を開設し、

普及についての効果を検証

する

・当時「市場化タイプ」としての

募集はなかったが、製品や

サービスの普及を図るため

の取り組みを検証するとい

う、市場化タイプのお手本的

な取り組み



■ 採択プロジェクトの例（4） ［Ｒ5・市場化タイプ］

ポイント

・室内環境をセンシングするこ

とで、賃貸住宅の温熱環境

や断熱性を評価する取り組

み

・評価結果を指標化し、住宅の

性能を「ラベリング」するこ

とを狙う。良質なIoT住宅の

普及・啓発につながる取り組

みと評価できる



国土交通省補助事業3．今後期待されるプロジェクト



■  R7年度・第2回募集の概要

募集期間：

8月下旬～10月上旬（予定）

募集タイプ：

先導タイプ、市場化タイプ

実施期間：

R7年度事業着手／最長R9年度まで

補助額：

1プロジェクトあたり最大3億円

プロジェクトの詳細やスケジュールは、以下のサイトをご覧ください

ススメ！次世代住宅 https://project.nikkeibp.co.jp/jisedaij/

★お問い合わせ・ご相談はこちらから → jisedai@nikkeibp.co.jp
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